
今年の8月は雨続き、夏休み中の子ども達と農家の方々の悲鳴が聞こえてきそうな日々でした。

ここへきてやっと夏日が戻ってきたようです。

残暑はまだまだ続きます、皆様、気温の変動には十分気を付けてお過ごしくださいませ。

さて、アラート騒ぎを見ていて、｢戦時中は、B29が通り過ぎてからサイレンが鳴りよった｣と

よく言っていたお袋を思い出した事務局より「会員ニュース(77号)｣をお届けいたします。

（豊島区長崎 8月、戻ってきた夏の日差しを受ける棗の実）

１．8月7日、電力安全課のHPに｢『電気事故速報値』を更新しました。」
が掲載されました。

恒例の「電気事故速報値」の更新です。

8月は｢電気使用安全月間」として様々な取り組みが催されております。

日々の業務に際しましては十分ご注意いただきますよう、皆様のご安全を祈念申し上げます。

詳細は、添付資料｢電気事故速報値（H29.7月末）｣をご参照ください。

２０１７． ８（新-７７号）

日本電気管理技術者協会

事務局 編集



２．8月22日、経産省のHPに「電力のスイッチング率(低圧)が１０％を超え
ました」が掲載されました。

電力・ガス取引監視等委員会では、電力取引の監視に必要な情報について、電気事業者及び

卸電力取引所から定期的に場h峰収集を行っています。電力取引報によると、平成29年5月の

時点で一般家庭向け(低圧)のスイッチング率が10％を超えましたので、お知らせいたします。

とのことです。

詳細は、添付資料｢電力のスイッチング率(低圧)10％超え｣をご参照ください。

なお、電力・ガス取引監視等委員会の詳細な資料｢電力取引報結果｣が必要な方は、委員会の

HPで入手されるか、事務局までご請求ください。

３．8月22日、電力安全課のHPに｢『電気設備の技術基準の解釈』の一部改正
について」が掲載されました。

国は、電気事業法(昭和39年法律第170号)に基づき、電気工作物が適合しなければならない

技術基準として、｢電気設備に関する技術基準を定める省令(平成9年通商産業省令第52号。以下

｢電技省令｣という。)を定めている。

この電技省令の技術的要件を満たすものと認められる技術的内容をできるだけ具体的に示した

｢電気設備の技術基準の解釈（20130215商局第4号。以下、｢電技解釈｣という。)」について、

以下の改正を行う。

とのことです。

具体的には、太陽電池モジュールの屋内電路の対地電圧について施設条件を満たすことを

条件に、直流450V以下まで認めるとの内容が含まれております。

なお、詳細は添付資料「電技解釈一部改正」をご参照ください。

さて、事務局よりお祝いのお知らせをお届けいたします。

事務局員 宮内さんより以下のご報告を頂きました。

大変お世話になっております。私事で大変恐縮でございますが、株式会社ムサシインテック

にお勤めの入江桂一さんと8月28日に入籍致しました。

仕事上はこれまで通り宮内を使用致します。

今後ともご指導の程、宜しくお願い申し上げます

事務局より、「一般社団法人 日本電気管理技術者協会 慶弔見舞金規程」により

ご結婚の「祝金」を贈呈いたしました。



平成29年7月31日時点

平成２８年度
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※１　１つの事故で複数の項目に該当する場合は、各項目にカウントしていますが、総合計では反映していません。

※２　発電所における事故件数も含みます。

※３　人身の（　）は被害者数を表しています。
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【概要】「電気設備の技術基準の解釈」の一部改正について 

 

                  平 成 ２ ９ 年 ８ 月 

            経 済 産 業 省 

                           産 業 保 安 グ ル ー プ 

            電 力 安 全 課 

 

  国は、電気事業法（昭和 39 年法律第 170 号）に基づき、電気工作物が適合しなけれ

ばならない技術基準として、「電気設備に関する技術基準を定める省令（平成 9 年通商

産業省令第 52 号。以下「電技省令」という。）」を定めている。 

この電技省令の技術的要件を満たすものと認められる技術的内容をできるだけ具体

的に示した「電気設備の技術基準の解釈（20130215 商局第 4 号。以下「電技解釈」と

いう。）」について、以下の改正を行う。 

 

（１） 燃料電池発電設備や蓄電池に関する対地電圧と接地工事内容の変更 

○  電技解釈第 143 条において、住宅の屋内電路（電気機械器具内の電路を除く。）

の対地電圧は、150V 以下と規定されている。 

○  一方、太陽電池モジュールに接続する負荷側の屋内配線の対地電圧については、

同条第 1 項第 3 号において、施設条件を満たすことを条件に、直流 450V 以下でよ

いとされている。 

○  今般、日本電気技術規格委員会（以下「JESC」という。）において、燃料電池

発電設備や蓄電池に接続される屋内配線についても、太陽電池モジュールに接続

するものと同様の施設条件とすれば、対地電圧を直流 450V 以下としても安全性が

確保されると確認されたため、電技解釈第 143 条を改正する。 

○  同様の理由から、機械器具の金属製外箱等の接地工事について定めた電技解釈

第29条についても改正を行い、太陽電池モジュールに接続する場合の規定内容を、

燃料電池発電設備や蓄電池の場合にも適用する。 

 

（２） 太陽電池発電設備の標準仕様の明確化 

○  太陽電池発電設備の支持物については、電技解釈第 46 条において、日本工業規

格（JIS C 8955）に規定される強度を有することが、求められており、設備の高

さが 4ｍ以上の場合は、さらに、建築基準法が求める強度を有することが要求され

ている。 

○  しかしながら、ここ数年、技術基準が十分に理解されないまま太陽電池発電設

備が施設された結果、公衆安全に影響を与える重大な設備損壊被害が発生してい

る。 

○  そこで、第 15 回産業構造審議会保安分科会電力安全小委員会（平成 29 年 3 月）

での審議を踏まえ、同条において、強度計算を実施しない場合の地上設置型太陽

電池発電設備の架台や基礎の設計例等の、具体的な標準仕様を明記する。 
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（３） IEC 60364 規格の制改定への対応 

○  需要場所に設置される低圧の電気設備は、電技解釈第 218 条に規定する IEC 

60364 シリーズの規格に基づき施設できることとされている。 

○  平成 28 年度電気施設保安制度等検討調査（電気設備技術基準国際化調査）にお

いて、同シリーズのうち近年制改定された 2規格については、電技解釈に取り入

れ可能であると確認されたことを踏まえ、同条（218－1 表）を改正する。 

 

（４） 電技解釈で引用している JESC 規格の最新版への更新 

○  電技解釈で引用している以下の JESC 規格について、保安水準には影響を与えな

い項目について改正が行われたことを踏まえ、規格の名称について最新版への更

新を行う。 

該当条文 引用規格 

第 79 条【低高圧架空電線と植物との接近】 JESC E2020 

第 106 条【35,000V 以下の特別高圧架空電線と工作物等との接近又は交差】 JESC E2020 

第 133 条【臨時電線路の施設】 JESC E2021 

第 172 条【特殊な配線等の施設】 JESC E6003 
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